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千代田区立日比谷図書文化館  広報誌

お問合せ先：千代田区立日比谷図書文化館　
〒100-0012 千代田区日比谷公園1-4  TEL：施設代表 03-3502-3340　
図書総合カウンター 03-3502-3343  URL：http://hibiyal . jp

c a l enda r 開館時間：平日10時～22時　■土曜10時～19時　■日祝10時～17時　■休館日
都営地下鉄
● 三田線「内幸町駅」
A7出口  徒歩3分 
東京メトロ
● 丸ノ内線
● 日比谷線 
「霞ヶ関駅」B2出口
徒歩3分
● 千代田線  
「霞ヶ関駅」C4出口
徒歩3分 
ＪＲ 「新橋駅」 徒歩10分

※当施設に駐車場・駐輪場
はございません。 公共交
通機関をご利用下さい。
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を
見
る
か
？
』　

早川書房 / 1977年

奴隷として使われていたアンドロ
イドが逃亡し、主人公のリックは
とある事情からアンドロイド狩り
の仕事を引き受ける……。独特の
世界観が魅力的なSF界の傑作。

3F グリーンゾーン

【哲学・歴史・自然科学・技術工学】の本を集めたゾーン
ZONE
PICK UP!

ポモーヌ 2015年　4月号　A4 4P
表紙面 2C  特色  DIC2467

OECD iLibrary
の利用期間が延長されました

国内外のアート雑誌を取り揃えています　

a c c e s s

※展示内容は変更する場合がございます。月 の 展 示 情 報
E x h i b i t  I n f o r m a t i o n  4

NEW!

NEW!

「浮世絵にみる江戸と芸術」（～5/15）
江戸時代、浮世絵は現代の新聞や雑誌のような身近な紙メディア
でした。江戸の人々と同様に気軽に浮世絵に触れ、魅力を感じら
れるような本を様々な角度からご紹介します。
■特別展
「ルドゥーテ「美花選」展」関連展示（三角台、～6/19）

『不思議の国のアリス』刊行150周年記念講演会
「アリスの話はつきない―英語学者と旅する
不思議の国―」関連展示（～4/24）

「UPDATE-ビジネスや仕事に役立つ時事ネタ棚」
日々飛び込んでくるニュースに応じて、随時アップデートしなが
ら本を展示しています。旬の話題に関する本をお探しの場合は、
ぜひこの棚をご覧ください。

2F
パープル
ゾーン

2F
オレンジ
ゾーン

3F
ホール

2F
ホール

3F
ブルー
ゾーン

「仮面と素顔」（～4/17）（　
「仮面」は、素顔を隠すために、あるいは異なる自分になるために
も使われます。今回は、民俗学的な視点だけではなく、「仮面」に
よって繰り広げられる精神世界について展示しています。

「仮面と素顔」関連展示（ガラスケース、～4/17）
「浮世絵にみる江戸と芸術」関連展示（ガラスケース、～5/15）

ルドゥーテ「美花選」展OECD東京センターの協力により、昨年から館内でご利用いただいて
いるOECD iLibraryの利用期間が延長されました。ぜひこの機会にご
利用ください。

OECD iLibraryとは… 世界最大のシンクタンクであるOECDとその姉
妹機関が出版する報告書、OECDの書籍や統計データなどを閲覧できるオ
ンライン・ライブラリーです。国際的なマクロ経済動向から学習到達度調査
(PISA)、幸福度の国際比較まで様々な内容を見ることができます。

■ ご利用方法 : お持ちのパソコンやタブレットを使って、館内のLAN(無線、 
 有線)からOECD iLibraryのサイトにアクセスしてください。 無料で
 データのダウンロード(Excel、PDFなど)や保存をすることができます。
 ※館内でのプリントアウトはできません　　　　　　　　　　　　　
■ ライブラリーアドレス ☞ http://www.oecd-ilibrary.org

私たちの暮らしを形づくってきたモノ
とそのデザイン。モノのデザインの変
遷は、私たちの暮らしの変遷でもあり
ます。この展示では、日本の伝統工芸
や身の回りにある製品デザインにつ
いての本を集めています。「日本らし
いモノの形」について、そして、これ
からの暮らしについて、「モノのデザ
イン」を通して考えてみませんか。

アート情報支援コーナーでは、アートの鑑賞、創
作、教育、運営、記録などに関する様々な情報を提
供しています。本だけでなく、アート雑誌も豊富に
取り揃えており、都内の公立図書館ではあまり所
蔵していない洋雑誌を6タイトルご覧いただくこと
ができます。情報収集や調べもの、また創作活動
や美術鑑賞を楽しむためにぜひご活用ください。

大正年間にはどの家庭にも常備されていた「吸入器」。
展示棚向かいのガラスケースには、戦後に販売され千代
田区内で使用されていた「西川式吸入器」を展示してい
ます。現在ではなかなか目にする機会がありませんが、
今見ても美しいと感じられるデザインはどこに理由があ
るのか、ぜひ実際にご覧になって確かめてみてください。

西川式吸入器／千代田区教育委員会所有▶

デザイン、
ものづくり、
日本

B L U E Z O N E
I N F O R M A T I O N ブルーゾーン

アート情報支援コーナー3Ｆ

写真の歴史や最新情報、そして巨
匠から若手まで様々な写真家の
作品を見ることのできるアート
フォトマガジンです。

『 IMA』
イギリスのビジュアル・アート雑誌。
イギリスに限らず世界中のアー
ティストの個展情報をはじめ、コン
テンポラリー・アート界の話題を幅
広く紹介しています。（英語）

『 frieze』

pick up!

Art In America （アメリカ） 
ART NEWS （アメリカ）
ARTFORUM （アメリカ） 
art press （フランス）
Art Review （イギリス） 
frieze（イギリス）

アイデア　
Art Collectors'
IMA  
イラストレーション
Cultivate 
ギャラリー
芸術新潮 
月刊美術

広告
デザインノート
美術手帖
美術の窓 
美術フォーラム21
美術屋・百兵衛
＋81  
メセナnote　

■ 所蔵雑誌 ※雑誌の貸出は行っておりません
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「ルドゥーテとオールドローズの魅力」　
■ 日時：5月25日（月）14：00～15：30（受付13：30～）
■ 講師：後藤みどり（コマツガーデン代表）、中村美砂子（アンジェローズ代表）

「ルドゥーテの時代の
音楽とチェンバロ レクチャーコンサート」 
～「美花選」で装飾されたチェンバロの調べ～
■ 日時：5月12日（火）14：00～15：30（受付13：30～）
■ 講師：平野智美（チェンバロ奏者）、高市紀子（フルート奏者）、
■ チェンバロ解説：久保田彰（チェンバロ製作家）

会場：1階 特別展示室　観覧料：一般300円、 大学・高校生200円 
※千代田区民・中学生以下、障害者手帳をお持ちの方および付き添いの方1名は無料

平日：10：00～20：00、土曜：10：00～19：00、日祝：10：00～17：00 （入室は閉室30分前まで）

後援：在日フランス大使館／アンスティチュ・フランセ日本
特別協賛：みずほ銀行 　特別協力：コノサーズ･コレクション東京 

協力：公益財団法人東京都公園協会、 日比谷花壇、 MMM、 久保田チェンバロ工房

マリー･アントワネット、ジョゼフィーヌに
仕えた宮廷画家

特別展
〈予告〉

イベント
いずれも

Concert Talk Show

■ 場所：日比谷図書文化館 地下１階 コンベンションホール（大ホール） 
■ 参加費：500円 ■ 定員：200名（事前申込順、定員になり次第締切）
■ 申し込み方法：電話（03-3502-3340）、Eメール（college@hibiyal.jp）、来館のうえ
　 1F受付にて①講座名、②お名前（よみがな）③電話番号をご連絡ください。

2015 年 4/18日（土）～6/19日（金）
※5月18日（月）展示替え  休館日：4月20日（月）、5月18日（月）、6月15日（月）

バラ　所蔵：コノサーズ・コレクション東京

2016年
２月末まで



 ヨムキクちよだ２０１５
 親子の絆を深める絵本の力
 －ビジネスパーソンのための読み聞かせ講座
講師：児玉 ひろ美（JPIC読書アドバイザー、台東区立中央図書館非常勤司書）
親子の心を繋ぎ、絆を深める「読み聞かせ」で大切なのは、量より質。本講座では読み
聞かせのコツ、年齢にあった本の選び方を中心に、子どもに読み聞かせたい基本的
な絵本とイマドキのお薦め絵本も紹介します。好評を博した昨年に続く開催です。

■ 日時：5月7日（木）19：00～20：30（18：30より受付）
■ 会場：4階 スタジオプラス（小ホール） ■ 定員：60名　■ 参加費：無料

図書館用語教えて！ 【分担収集（ぶんたんしゅうしゅう）】出版される多くの資料をひとつの図書館だけで購入して集めていくのは、費用面からもスペース面からも難しいので、利用頻度やテーマなどを考慮し、いくつかの図書館で分担しあって資料を集めること。

4・5月の講座 
▶ 参加申込：電話（03-3502-3340）またはEメール（college@hibiyal.jp）にて、講座
名、お名前（よみがな）、お電話番号をご連絡ください。当館１階の受付でもご予約
を承ります。 各講座ともに定員になり次第、締め切らせて頂きます。 キャンセルの
場合はご連絡ください。参加費は当日支払いです。千代田区民料金のある講座は、
当日、図書貸出券や健康保険証など住所が確認できるものをお持ちください。

e v e n t  s c h e d u l e

▶「日比谷カレッジ」とは、日比谷図書文化館が主催・共催で行うセミナーやイベントです。
   「江戸・東京」「本」「スキルアップ」「芸術」「センスアップ」の５つのカテゴリーに基づき、さまざまな「学び」と「交流」の場を提供します。

▶ 4月14日（火）～6月14日（日）

2014年度、日比谷図書文化館特別研究室では内田嘉吉文庫を中心に29冊
の蔵書の修復を行いました。そこで、修復報告の一環として修復を終えた本と
その作業記録を公開します。本展示では千代田区の貴重なコレクションを長
く活用し続けるために、単に破損した箇所を直すことにとどまらず、製本家が
創意工夫を凝らした修復の成果を紹介します。

特別研究室企画展示

100年後も手に取れる本に
～内田嘉吉文庫修復報告

谷崎 潤一郎（昭和2年）

《面構 葛飾北斎》 
1971（昭和46）年

神奈川県立近代美術館

7
(火)

4 扉を開いて、広大なクラシック音楽の世界へ！（全2回）
～ラ・フォル・ジュルネ・オ・ジャポン2015を前に～
第2回 これが作曲家の「カリスマ･イレブン」
講師：オヤマダアツシ（音楽ライター）
星の数ほどいるクラシック音楽の作曲家ですが、
クラシック入門に欠かせない11人をピックアッ
プ。J.S. バッハ、ベートーヴェン、ワーグナー、スト
ラヴィンスキー…あとは当日のお楽しみ。音楽の
特徴や音楽史における位置、エピソードなどを交
えて紹介します。（協力：東京国際フォーラム／
ラックスマン／フォステクス／ナクソス・ジャパン）
■ 日時：4月7日（火）19：00～20：30（18：30より受付）
■ 会場：地下1階 日比谷コンベンションホール（大ホール）
■ 定員：200名　■ 参加費：500円

11
(土)

4 ピースビレッジ第31回　

デジタルは人間を奪うのか
講師： 小川和也（デジタルマーケティングディレクター）
デジタルテクノロジーが起こす革新は、かつての
産業革命とは次元が違います。人間よりもはるか
に優れた知能や機能を保有した人工知能やロ
ボットが世の中を席巻し、やがて人間の補助役に
は納まらなくなります。デジタルがつくる様々な
光と影。光が影で覆い尽くされないための、人間
とデジタルの向き合い方を多面的に考察します。

（主催：NPO法人世界連邦21世紀フォーラム）
■ 日時：4月11日（土）14：00～16：30（13:30より受付）
■ 会場：4階 スタジオプラス（小ホール）
■ 定員：60名　■ 参加費：3000円

23
(木)

4 古書で紐解く近現代史セミナー  第13回　

内田嘉吉文庫 蔵書に見る古書の形と歴史 
―修復と製本の現場から
講師：藤井敬子（版画家、製本家）
 近藤理恵（製本・書籍修復家）
内田嘉吉文庫の蔵書には16世紀から20世紀の
特徴的な製本装幀を残す本が数多く含まれてい
ますが、古書であるゆえ紙や革の劣化が進んで
いる本や、使用による破損も多いことも事実で
す。今回は、それらの壊れた本や、修復の過程で
垣間見える本の構造も交えながら、内田嘉吉文
庫で見ることのできる製本の歴史をたどります。
■ 日時：4月23日（木）19：00～20：30（18：30より受付）
■ 会場：4階 スタジオプラス（小ホール）
■ 定員：40名　■ 参加費：1000円（千代田区民500円）

18
(土)

4 谷崎潤一郎の恋文を読む
講師：千葉 俊二（早稲田大学教育学部教授）
今年1月に刊行され話題を呼んでいる『谷崎潤
一郎の恋文』。その中から興味深い数通の手
紙をとりあげ、和紙に書かれた筆墨に作家の
人間性を見、あわせて「蘆刈」「春琴抄」などの
昭和初年代の名作との関連に言及します。
■ 日時：4月18日（土）14：00～15：30（13：30より受付）
■ 会場：地下1階 日比谷コンベンションホール

（大ホール）　
■ 定員：200名　
■ 参加費：1000円（千代田区民500円）

22
(水)

4 『不思議の国のアリス』刊行150周年記念講演会 　　　　

アリスの話はつきない
―英語学者と旅する不思議の国―
講師：安井 泉（筑波大学名誉教授、日本ルイス・キャロル協会会長）
世界中で150年にもわたって読み継がれて
いる理由は、「ことば」のおもしろさにありま
す。 英語のことばにこだわり、やさしくゆかい
に、そしてふかくことばを読み解きながら物
語を楽しみます。知的興奮の世界は、作品を
育んだビクトリア朝の文化へも向かいます。
■ 日時：4月22日（水）19：00～20：45

（18：30より受付）
■ 会場：地下1階 日比谷コンベンションホール（大ホール）
■ 定員：200名　■ 参加費：1000円

9
(木)

4 展覧会への入口講座 Vol.14　東京国立近代美術館×日比谷図書文化館

ここが面白い！片岡球子の人と作品
講師：中村 麗子（東京国立近代美術館主任研究員）
日本画家・片岡球子（1905－2008）の、約
80年にわたる画家人生と作品を、数々のエピ
ソードや制作の裏側を交えてご紹介します。
戦後の日本画界でひときわ目を引くエネル
ギッシュで個性的な画風がどのようにして生
まれたのか、その秘密に迫ります。
■ 日時：4月9日（木）19：00～20：30（18：30より受付）
■ 会場：地下1階 日比谷コンベンションホール

（大ホール） 
■ 定員：200名　
■ 参加費：1000円（千代田区民500円）

ポモーヌ 2015年　4月号　A4 4P
中面 2C  特色  DIC2467

シェイクスピア・グローブ座

24
(日)

5 演劇への入口講座  第3回　

シェイクスピアの謎を解くのは『ハムレット』？
講師：門野 泉（清泉女子大学名誉教授）   松岡 和子（翻訳家）
演劇のみならず、世界の芸術文化に影響を及ぼ
した劇作家・詩人・俳優であるシェイクスピア。
一体どのような人物だったのか、どのような時
代に生きたのかという謎を解くヒントが、『ハム
レット』に潜んでいます。門野氏による講演、門
野氏・松岡氏による対談の二本立てで、シェイク
スピアとその作品の魅力について、『ハムレッ
ト』を軸にお話します。
■ 日時：5月24日（日） 14：00～16：00（13：30より受付）
■ 会場：地下1階 日比谷コンベンションホール（大ホール）
■ 定員：200名　■ 参加費：1000円（千代田区民500円）

古文書専門塾として、初心者から経験者まで楽しみながら学んで頂ける
「古文書塾てらこや」。 多種多様な14講座を開講します。

■ 期間：4月7日（火）～順次開講   ■ 会場：4階 セミナールーム（会議室）
■ 定員：23名（申込順） 
■ 参加費：【入門コース】【本科コース】各33,600円（全10回/各回120分/6ヶ月分。 別途資料
代1,000円） 【特別講座】13,650円（全5回/各回90分/3ヶ月分。別途資料代500円）
※翻字者育成講座には別途テキスト ハーバード大学美術館蔵『源氏物語 蜻蛉』（税込
1,944円 2014年 新典社）が必要です。（当館でのご用意も承ります）※てらこやに関する
資料をご希望の方には無料で送付いたします。 ■お問合せ：電話（03-3502-3340）

初回日曜日・時間講座名

入門コース
（６ヶ月）
120分
全10回

本科コース
（６ヶ月）
120分
全10回

特別講座
（３ヶ月）
90分
全５回

（火） 10：10～
（火） 13：30～
（木） 13：30～

4/10
4/13

4/9
4/14
4/14

（金） 18：30～
（月） 18：30～

4/13（月） 18：30～

4/18（土） 10：30～

4/16（木） 18：30～

いろはの次 ― 大江戸大変

4/8（水） 13：30～武家文書を読む  ― 老中にみる幕府官僚事情

4/17（金） 18：30～江戸のコミック(黄表紙)と滑稽本を読む

4/18（土） 13：30～絵と文字で楽しむ江戸歌舞伎（応用編）

4/7（火） 19：00～大久保利通の手紙を読む

4/15（水） 10：10～浮世絵を読む

4/16（木） 13：30～くずし字で読み解く茶の湯の伝書

4/16（木） 18：30～江戸を楽しむ―続・江戸の寺社あれこれ

4/10（金） 13：30～平賀源内に江戸を読む―蘭学者の東西ネットワーク
絵と文字で楽しむ江戸歌舞伎(入門編)

【翻字者育成講座】ハーバード大学美術館蔵 「源氏物語  蜻蛉」を読む
4/18（土） 14：00～幕臣成島柳北の日記を読む―若き儒臣からみる幕末事情

古文書のいろは  筆字のくずし字

文人画と碑文―掛軸を読む

『内田嘉吉
文庫稀覯書集覧』

古 文 書 塾 て ら こ や  4月期  本講座開講

特 別 研 究 室 ミ ニ 通 信

『吾等の知れる後藤新平伯』
（三井邦太郎編 /
 東洋協会 / 1929年
内田嘉吉文庫所蔵）

桜田門外之変図
茨城県立図書館蔵

24
(金)

4 お江戸ルほーりー文化講座　

覗いてみよう！ 原寸江戸時代
～『江戸名所図会』春・夏編～
講師：堀口茉純 （文化人・タレント）
ひな祭りにお花見、そして花火……江戸時代のガ
イドブック『江戸名所図会』を見ながら、お江戸ル

（江戸にくわしすぎるアイドル!?）ほーりーこと堀
口茉純が江戸の歳時記を痛快に解説！立春から
大暑までの江戸っ子の暮らしを名所図会で
クローズアップします。（主催：ネットアドバンス）
■ 日時：4月24日（金）  19：00～ 20：30（18：30より受付）
■ 会場：4階 スタジオプラス（小ホール）
■ 定員：60名　■ 参加費：1000円

25
(土)

4 モーツァルト  伝説の録音を聴く
講師：大原 哲夫 （エディター・作家）
世界最初のモーツァルトの録音を始め、クライス
ラー、シゲティ、ティボーなどの演奏は温かくも厳
しい、実に精神的な人間味溢れる音楽でした。名
演奏家の歴史的背景を紹介し、DSD録音により
CD化されたすばらしい音でモーツァルトの「伝説
の録音」を聴きます。
■ 日時：4月25日（土）14：00～15：30（13:30より受付）
■ 会場：4階 スタジオプラス（小ホール）
■ 定員：60名　■ 参加費：1000円

14
(木)

5 第31回江戸歴史講座　井伊直弼生誕200年記念

井伊直弼の実像―なぜ無勅許で条約を結んだのか
講師：山本 博文 （東京大学史料編纂所教授）
桜田門外の変で暗殺された大老井伊直弼。彼
が朝廷の勅許を得ず日米修好通商条約の締結
を指示したのはなぜか。彦根城主として、大老
として、様々な顔を見せる井伊直弼という人物
はどんな人間だったのか。その実像に迫る。
■ 日時：5月14日（木）19：00～20：30（18：30より受付）
■ 会場：地下1階 日比谷コンベンションホール（大ホール）
■ 定員：200名　■ 参加費：1000円（千代田区民500円）

7(木)
5

27
(水)

5 図書館建築を読む 第1回 「光の構想設計」
講師：桂 英史 （東京藝術大学大学院教授）
ネット時代にあっても、図書館建築について考える
ことは極めて知的な冒険です。古代から現代の
国内外の図書館建築を紹介しながら、その時代精
神と知のあり方について全4回でお話しします。
第1回は、書物を読む行為に欠かせない「光」をめぐ
る図書館建築の物語です。（協力：河出書房新社）
■ 日時：5月27日（水）19：00 ～ 21：00（18：30より受付）
■ 会場：地下1階 日比谷コンベンションホール（大ホール）
■ 定員：200名  ■ 参加費：1000円
＜第2回予告＞ 7月22日（水）「資本主義と図書館」（5月25日申込受付開始）

15
(金)

5 千代田区民講座

神田川と日本橋川の今と昔を歩く
～江戸名所図会を中心に～
講師：神谷 政明（歴史を訪ねる会）
徳川家康が江戸入府した頃、神田川と日本橋川の元になる平川と呼ばれ
た川が文京区や千代田区を流れていました。江戸の情景を俯瞰的に描い
た「江戸名所図会」をもとに、神田川と日本橋川の今と昔を比較しなが
ら、時代の流れと変化についてお話しいただきます。

（主催：NPO法人神田雑学大学）
■ 日時：5月15日（金）19:00～20:30（18:30より受付）
■ 会場：4階 スタジオプラス（小ホール）　■ 定員：60名　■ 参加費：無料
※4月20日(月) 千代田区民受付開始   区民以外は4月27日(月) 受付開始

21
(木)

5

千葉 伸彦（アイヌ音楽研究者）
斉・布日古徳（馬頭琴奏者）
劉 継紅（二胡奏者）

のぶひこちば

ケイコウリュウ

ブ ル グ ッ ドチ
講師：稲見 惠七（明清楽研究者）
 ウメトバエワ・カリマン（コムズ奏者）
 直川 礼緒（日本口琴協会代表）

世界の音楽 レクチャー＆コンサート 開幕特別篇

「あなたの知らない日本とアジアの民族楽器」
ナビゲーター：甲田 潤（東京音楽大学民族音楽研究所専任研究員）

   

世界中で楽しまれている音楽からは、それぞれの
土地の歴史や風土、文化が感じられます。音楽と
人との関わりについて、様々な楽器を通じて学ぶ
講座、今回はシリーズの開幕を記念して月琴・コム
ズ・口琴・トンコリ・馬頭琴・二胡の6人の奏者が勢
ぞろいし、音楽にのせて世界への旅に誘います。

（協力：東京音楽大学民族音楽研究所）
■ 日時：5月21日（木）19：00～ 21：00（18：30より受付）
■ 会場：地下1階 日比谷コンベンションホール（大ホール）　
■ 定員：200名　■ 参加費：1000円

けいしちいなみ

れおただかわ

■古文書の魅力に出会う【入門コース】（全２講座  ５クラス）
 　筆字のくずし字を初歩から学べます。

■古文書から見えてくる多様な世界に感動する【本科コース】（全４講座）
　くずし字の史料を読み解いて歴史の真実に迫ります。

■歴史の躍動を感ずる【特別講座】（全８講座）
　江戸時代の様々な資・史料を用いて、歴史の具体像を楽しみます。

桜だけではなく新しい芽が出て花々が咲く華やかな季節。そんな季節にピッタリな特別
展「ルドゥーテ「美花選」展」を開催します。女性には特に人気で、バラを描いた作品が有
名です。芸術的にも美しい作品ですが、植物学的にも本物と見間違えるような正確さ、そ
して高度な技術は必見。なによりも、マリーアントワネットやナポレオンが生きていた時代
の植物が見られるなんて、ロマンティックですよね。   4月18日(土）～6月19日（金）まで。

ポ モ ーヌ広 報 より

■ こ ど も の 読 書 週 間 i n 千 代 田 区 立 図 書 館

☆「こどもの読書週間」 ―千代田区立図書館の取り組みから―
・4/23（木）～5/12（火）…おはなしに出会えるパン屋さん2015：千代田区役所1階さくらベーカリー
・5/9（土）…第7回ことばと音のフェスティバル♪：千代田区役所1階区民ホール
・4/25（土）・5/9（土）…読み聞かせ・絵本講座（初級）―おはなしを届けよう― ： 四番町図書館
※詳しくは日比谷図書文化館、千代田区立図書館のホームページなどをご覧ください。


